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広瀬中佐とともに旅順に沈んだ

北前船主のフラッグシップ

汽
船
業

に
転
向
し
た
北
前
船
主

北
前
船

（き
た
ま
え
ぶ
ね
）
と
い
う
の
は
、
江
一戸

か
ら
明
治
に
か
け
て
、
日
本
海
の
海
運
業
の
主
力
船

と
し
て
活
眺
し
た
廻
船
（貨
物
船
）
の
こ
と
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
面
で
は
弁
才
船

（
べ
ざ
い
せ
ん
）
、
俗
に

い
う
千
石
船
の
一
典
型
で
あ
り
、
運
航
面
で
は
、
買

積
船
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
た
。
つ
ま
り
、
船
■

が
荷
主
を
兼
ね
、
自
分
の
船
に
商
品
を
積
み
込
ん
で

商
売
を
す
る
わ
け
だ
。
自
船
を
持
つ
総
合
商
社
の
よ

う
な
も
の
だ
か
ら
、
収
益
も
大
き
か
っ
た
。

こ
ん
に
ち
、
石
川
県
加
賀
市
の

「北
前
船
の
里
資

料
館
」
や
福
井
県
河
野
村
の

「北
前
胎
上
の
館

・
右

近
家
」
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
盛
大
な
運
航
活
動
の
さ

ま
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

牧
野
隆
信
氏
の

『北
前
船
↓
曇

九
六
四
年
、
柏

書
房
刊
）
に
よ
れ
ば
、
北
前
船
の
全
盛
期
は
明
治
三

十
年
代
ま
で
、
と
あ
る
。
た
い
が
い
の
日
本
の
海
運

史
幸
は
、
明
治
に
は
い
っ
て
、
政
府
の
海
逆

・
造
船

近
代
化
政
策
の
結
果
、　
一
足
と
び
に
汽
船
の
時
代
に

突
入
し
た
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
が
、
実
際
は
、
明

治
別
の
内
航
海
迎
は
、
弁
才
船
や
利
汗
折
衷
帆
船
が

さ
さ
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
明
冷
二
十
年
代
に
な
る
と
、
日
本
郵

船
や
大
阪
商
船
の
誕
■
に
刺
激
さ
れ
、
汽
船
時
代
の

到
米

へ
向
け
て
、
汽
船
業

へ
転
向
を
図
ろ
う
と
す
る

北
前
船
■
も
出
現
し
た
。
右
川
県
大
型
ヤ
近
郊
の
瀬
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越
村

（現
在
の
加
賀
市
）
の
広
海

（ひ
ろ
う
み
）、

大
家

（お
お
い
え
）
、
福
井
県
河
野
村
の
右
近

（う

こ
ん
）
と
い
っ
た
船
主
た
ち
で
あ
る
。

三
家
の
中
で
も
っ
と
も
早
く
汽
船
に
踏
み
切

っ
た

の
は
広
海
家
だ
。　
一
八
八
八

（明
治
二
十

一
）
年
に

同
家
の
当
主
広
海
二
二
郎
は
、
船
齢
十
四
年
の
小
型

貨
物
船
を
外
国
か
ら
購
入
し
、
「北
陸
丸
」
と
名
付

け
て
運
航
し
た
。

次
い
で
一
八
九

一

（明
治
二
十
四
）
年
に
、
大
家

家
四
代
目
の
当
主
大
家
七
平
が
汽
船
業
に
転
向
し
、

外
国
購
入
船

「加
賀
丸
」
を
、
北
前
船
航
路
の
神
戸

～
北
海
道
間
に
投
入
し
た
。
翌
年
、
七
平
が
ド
イ
ツ

か
ら
入
手
し
た

「愛
国
丸
」
は
、
二
千
総
ト
ン
足
ら

ず
の
船
で
あ
る
が
、　
一
八
九
四

（明
治
二
十
七
）
年

に
、　
ハ
ワ
イ
の
民
間
契
約
移
民
第

一
陣
百
五
十
人
を

乗
せ
て
、
ホ
ノ
ル
ル
ま
で
航
海
し
て
い
る
。

大
家
七
平
は
さ
ら
に
、
日
清
戦
争
後
、
新
潟
～
函

館
～
元
山
～
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
間
、
函
館
～
コ
ル
サ

コ
フ

（大
泊
）
間
の
二
航
路
を
開
設
。
日
本
郵
船
の

ボ
ン
ベ
イ
航
路
と
シ
ア
ト
ル
航
路
と
と
も
に
、
国
の

特
定
助
成
航
路
の
指
定
を
受
け
た
。
七
平
が
国
の
助

成
を
得
た
の
は
、
極
め
て
異
例
の
こ
と
だ
。
汽
船
業

に
転
向
し
た
北
前
船
主
は
、
多
く
は
、
公
的
な
援
護

が
得
ら
れ
ず
、
消
滅
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

日
清
、
日
露
の
両
戦
争
で
は
、
こ
う
し
た
北
前
船

主
の
汽
船
が
、
御
用
船
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
日
露
戦
争
の
旅
順
港
国
の
閉
塞
船
と
し
て
、

華
々
し
い
最
後
を
遂
げ
た
船
も
あ
る
。
前
述
の

「愛

国
丸
」
（閉
塞
船
当
時
は
大
阪
商
船
所
属
）、
広
海
二

二
郎
の

「江
戸
丸
」
、
そ
し
て
今
回
紹
介
す
る
右
近

権
左
衛
門
の

「福
井
丸
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

右
近
家

の
フ
ラ

ッ
グ

シ
ッ
プ

『船
名
録
』
を
繰
る
と
、
右
近
家
の

「福
井
丸
」
は

二
隻
あ
る
。
明
治
三
十
七
年
版
ま
で
に
掲
載
さ
れ
て

い
る

「福
井
丸
」
は
鉄
製
汽
船
。
二
十
八
年
版
以
降

の
は
鋼
製
汽
船
で
、
四
千
百
八
十
九
総
ト
ン
、
と
あ

る
。
「福
井
丸
」
が
旅
順
で
沈
ん
だ
の
は
、　
一
九
〇

四

（明
治
三
十
七
）
年
二
月
の
こ
と
。
『船
名
録
』

は
、
前
年
末
の
時
点
で
編
集
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
く

だ
ん
の

「福
井
丸
」
は
当
然
、
前
者
の
鉄
製
汽
船
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
市
販
の
史
書
で
は
、
こ
の
あ

た
り
、
混
同
し
て
い
る
例
が
多
い
。

も
う

一
度
、
明
治
三
十
七
年
版
の

『船
名
録
』
を

開
い
て
右
近
権
左
衛
門
の
所
有
船
を
拾
う
と
、
「福

井
丸
」
「河
野
浦
丸
」
「勝
山
丸
」
「南
越
丸
」
の
名

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
外
国
か
ら
購
入
し
た
中
古
船

で
、
最
大
船
は
、
も
と
英
国
船
の

「福
井
丸
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
「福
井
丸
」
は
、
右
近
家
の
フ
ラ
ッ

グ
シ
ッ
プ
だ
っ
た
わ
け
で
、
閉
塞
作
戦
で
失
わ
れ
た

あ
と
、
た
だ
ち
に
代
替
船
を
充
当
し
、
そ
の
船
名
を

継
が
せ
た
の
で
あ
る
。

右
近
家
の
ル
ー
ツ
地
、
河
野
村
の
強
前
神
社
に
は

現
在
、
閉
曇
船
の
ほ
う
の

「福
井
丸
」
の
写
真
額
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
の
戦
勝
記
念
に
と
、

ゆ
か
り
の
者
が
奉
納
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

旅
順
港
閉
墓
船

と
し
て
出
撃

旅
順
港
閉
基
作
戦
は
前
後
三
回
行
わ
れ
、
「福
井

丸
」
は
第
二
回
目
の
と
き
に
出
撃
、
港
日
に
自
沈
し

た
。
指
揮
官
は
、
海
軍
少
佐
広
瀬
武
夫

（の
ち
中
佐

に
進
級
）
で
あ
る
。

旅
順
港
閉
塞
の
こ
と
は

「佐
倉
丸
」
の
項
で
も
述

べ
た
。
港
国
に
味
方
の
商
船
を
沈
め
、
港
内
の
ロ
シ

ア
艦
隊
を
封
じ
込
め
る
の
が
狙
い
で
あ

っ
た
。
敵
の

厳
重
な
警
戒
下
で
行
動
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
当
然
、

命
が
け
の
仕
事
で
あ
る
。

筆
者
が
子
供
の
こ
ろ
歌

っ
た
日
露
戦
争
唱
歌
に
、

こ
ん
な
歌
詞
が
あ

っ
た
。
う
ろ
覚
え
だ
が
、

「轟
く
砲
音

（
つ
つ
お
と
）、
飛
び
来
る
弾
丸
、
荒

波
洗
う
デ
ッ
キ
の
上
で
、
関
を
つ
ら
ぬ
く
中
佐
の
叫

び
、
杉
野
は
い
ず
こ
、
杉
野
は
い
ず
や
」

沈
み
ゆ
く

「福
井
丸
」
か
ら
ボ
ー
ト
で
脱
出
し
よ

う
と
す
る
広
瀬
が
、
杉
野
兵
曹
長
を
さ
が
す
有
名
な

シ
ー
ン
で
あ
る
。
広
瀬
は
こ
の
直
後
、
戦
死
す
る
。

ロ
シ
ア
を
愛
し
、
漢
詩
を
得
意
と
し
た
こ
の
明
治

武
人
の
す
が
た
は
、
島
田
謹
二
氏
の
名
著

『
ロ
シ
ヤ

に
お
け
る
広
瀬
武
夫
』
（朝
日
選
書
）
に
、
あ
ま
す

と
こ
ろ
な
く
描
か
れ
て
い
る
。

（
山
田
　
迪
生
）

（写
真
は
代
替
船
の
二
代
目
福
井
丸
で
す
。
本
稿
執
筆
当
時
、
こ
の
写
真
が
初
代
福
井
え
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
）
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